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市民アンケート調査結果 

 

●調査概要 

【調査目的】 

・第2次一宮市男女共同参画計画の進み具合を確認するための指標を把握すること 

・第 3次一宮市男女共同参画計画を策定すること 

 

 

【調査方法等】 

・調査対象 一宮市内居住の 18歳以上の男女 3,000人 

・調査時期 平成 30年 4月 

・抽出方法 無作為抽出法 

・回収方法 郵送回収法 

 

 

【回収結果】 

送付数 回収数 有効 

回収率  有効 無効 

3,000 件 1,232 件 1,232 件 0 件 41.1％ 

 

 

【集計方法】 

 各質問項目について、各選択肢を選択した人数（ｎ）を集計し、当該選択肢を選択した

人の割合（％）を算出しました。 
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１ 職場での男女共同参画 

（１）男女区別なく働けているか ● ● ● 

全体では約4割の人が『男女区別なく働けている』と回答しています。 

性・年代別では、20 代、30 代では、女性で男性よりも『男女区別なく働けている』

と感じている人が少なく、特に 20代女性では４割未満となっています。対して、40代

女性では『男女区別なく働けている』と感じている人が多く、６割台半ばとなっています。 

職場で男女区別なく働けているか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ポイント  

  

回答者数 =

男性計 525

10代 11

20代 35

30代 56

40代 88

50代 78

60代 115

70代以上 142

＜男　性＞

40.4

45.5

65.7

71.4

53.4

42.3

40.9

12.0

10.1

17.1

19.6

14.8

17.9

5.2

2.1

6.9

5.7

1.8

15.9

16.7

3.5

1.4

42.7

54.5

11.4

7.1

15.9

23.1

50.4

84.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%
回答者数 =

女性計 689

10代 11

20代 51

30代 82

40代 135

50代 114

60代 112

70代以上 184

＜女　性＞

39.9

45.5

39.2

57.3

64.4

49.1

37.5

9.8

10.2

18.2

19.6

9.8

16.3

12.3

10.7

1.1

4.4

2.0

3.7

3.0

7.0

5.4

4.3

45.6

36.4

39.2

29.3

16.3

31.6

46.4

84.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

1,232 39.9 10.0 5.4 44.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

働けている 働けていない わからない 無回答

○女性が社会で活躍するには、企業と連携しながら、意識改革や働きやすい環境整備な

どが必要です。 
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２ 男女の平等感 

（１）男女の平等感 ● ● ● 

『家庭生活』、『地域活動の場』で「平等」と感じている人が多く、約 3割となっていま

す。一方、『社会通念・慣習・しきたりなど』、『社会全体としてみた場合』では、『男性優

遇』（「男性の方が優遇されている」+「どちらかといえば男性の方が優遇されている」）と

感じている人が多く、約 6割となっています。 

 

 

男女の平等感 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

男性の方が優遇されている

どちらかといえば男性の方が優遇されている

平等

どちらかといえば女性の方が優遇されている

女性の方が優遇されている

わからない

無回答

回答者数 = 1,232

家庭生活

職場

地域活動の場

社会通念・慣習・しきたりなど

社会全体としてみた場合

9.6

12.4

7.3

17.2

15.1

31.7

30.7

20.7

41.6

44.7

34.6

25.5

32.1

14.0

14.9

5.0

4.3

5.3

2.1

3.3

1.5

0.8

1.5

0.8

1.5

11.3

15.3

25.0

16.6

13.6

6.4

11.0

8.2

7.7

6.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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（２）家庭生活 ● ● ● 

全体では、『男性優遇』（「男性の方が優遇されている」+「どちらかといえば男性の方が

優遇されている」）と感じる人が多く、約４割となっています。 

 性・年代別では、30代から60代の女性で、同年代の男性より『男性優遇』と感じる

人が多く、特に30代では約 31ポイントの差がみられます。また、すべての年代で、女

性より男性で「平等」と感じる人が多くなっています。 

 

男女の平等感（家庭生活） 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

男性計 525

10代 11

20代 35

30代 56

40代 88

50代 78

60代 115

70代以上 142

＜男　性＞

6.1

14.3

1.8

4.5

6.4

5.2

7.7

27.8

18.2

22.9

16.1

23.9

30.8

35.7

28.9

43.4

63.6

48.6

57.1

42.0

38.5

41.7

40.1

5.9

2.9

8.9

9.1

7.7

5.2

3.5

1.9

5.7

3.6

3.4

2.6

0.7

11.4

18.2

5.7

12.5

15.9

12.8

7.8

11.3

3.4

1.1

1.3

4.3

7.7

0% 20% 40% 60% 80% 100% 回答者数 =

女性計 689

10代 11

20代 51

30代 82

40代 135

50代 114

60代 112

70代以上 184

＜女　性＞

12.5

9.1

5.9

9.8

17.0

17.5

15.2

7.6

35.1

33.3

39.0

34.1

42.1

41.1

28.8

27.9

54.5

41.2

36.6

32.6

26.3

23.2

19.0

4.5

9.1

5.9

3.7

3.0

2.6

4.5

6.5

1.0

3.7

0.7

0.9

0.9

0.5

11.0

18.2

13.7

7.3

11.9

7.9

7.1

15.2

8.0

9.1

0.7

2.6

8.0

22.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

1,232 9.6 31.7 34.6
5.0

1.5 11.3 6.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性の方が優遇されている

どちらかといえば男性の方が優遇されている

平等

どちらかといえば女性の方が優遇されている

女性の方が優遇されている

わからない

無回答
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平成25年の一宮市調査と比較すると、「平等」と感じている人の割合が増加し、『男性

優遇』、『女性優遇』（「女性の方が優遇されている」+「どちらかといえば女性の方が優遇

されている」）と感じる人の割合は減少しています。 

全国調査と比較すると、「平等」と感じている人の割合が低くなっています。愛知県調

査と比較すると、「平等」と感じている人の割合は高く、『男性優遇』と感じている人の割

合は低くなっています。 

 

男女の平等感（家庭生活） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

平成30年一宮市調査 1,232

平成25年一宮市調査 1,050

平成28年度全国調査 3,059

平成29年度愛知県調査 1,410

9.6

15.4

7.8

15.8

31.7

39.7

35.7

37.8

34.6

26.5

47.4

25.3

5.0

8.0

2.4

8.4

1.5

2.2

5.9

3.8

17.7

8.2

0.8

8.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性の方が優遇されている

どちらかといえば男性の方が優遇されている

平等

どちらかといえば女性の方が優遇されている

女性の方が優遇されている

わからない・無回答
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（３）職場 ● ● ● 

全体では『男性優遇』（「男性の方が優遇されている」+「どちらかといえば男性の方が

優遇されている」）と感じる人が約４割と多くなっています。 

 性・年代別では、50代の女性で、『男性優遇』と感じる人が、多くなっています。 

 

男女の平等感（職場） 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

女性計 689

10代 11

20代 51

30代 82

40代 135

50代 114

60代 112

70代以上 184

＜女　性＞

14.2

9.8

17.1

12.6

19.3

15.2

12.5

30.6

18.2

37.3

34.1

33.3

40.4

29.5

20.7

23.1

27.3

27.5

35.4

37.8

21.9

21.4

7.1

3.8

9.1

9.8

4.9

4.4

3.5

4.5

0.5

0.3

9.1

1.2

16.3

27.3

15.7

7.3

10.4

12.3

19.6

24.5

11.8

9.1

1.5

2.6

9.8

34.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%回答者数 =

男性計 525

10代 11

20代 35

30代 56

40代 88

50代 78

60代 115

70代以上 142

＜男　性＞

9.9

14.3

8.9

12.5

14.1

10.4

5.6

30.9

18.2

28.6

26.8

30.7

39.7

33.9

26.8

29.3

27.3

45.7

39.3

31.8

30.8

33.9

15.5

5.1

27.3

2.9

10.7

9.1

5.1

1.7

2.1

1.5

2.9

3.6

2.3

1.3

0.9

0.7

14.3

27.3

5.7

10.7

12.5

7.7

13.0

22.5

9.0

1.1

1.3

6.1

26.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

1,232 12.4 30.7 25.5
4.3

0.8 15.3 11.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性の方が優遇されている

どちらかといえば男性の方が優遇されている

平等

どちらかといえば女性の方が優遇されている

女性の方が優遇されている

わからない

無回答
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平成25年の一宮市調査と比較すると、「平等」と感じている人の割合が増加し、『男性

優遇』と感じる人の割合は減少しています。 

全国、愛知県調査と比較すると、『男性優遇』と感じている人の割合は低くなっていま

す。 

 

男女の平等感（職場） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

平成30年一宮市調査 1,232

平成25年一宮市調査 1,050

平成28年度全国調査 3,059

平成29年度愛知県調査 1,410

12.4

25.1

15.1

25.0

30.7

41.0

41.5

40.1

25.5

12.8

29.7

17.2

4.3

6.1

9.0

6.6

0.8

1.2

4.1

2.9

26.3

13.7

0.6

8.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性の方が優遇されている

どちらかといえば男性の方が優遇されている

平等

どちらかといえば女性の方が優遇されている

女性の方が優遇されている

わからない・無回答
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（４）地域活動の場 ● ● ● 

全体では、『男性優遇』（「男性の方が優遇されている」+「どちらかといえば男性の方が

優遇されている」）と感じる人、「平等」と感じる人がどちらも約 3割となっています。 

 性・年代別では、30代から60代の女性で、同年代の男性より『男性優遇』と感じる

人が多くなっています。また、すべての年代で、男性で「平等」と感じる人が多くなって

います。 

 

男女の平等感（地域活動の場） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

女性計 689

10代 11

20代 51

30代 82

40代 135

50代 114

60代 112

70代以上 184

＜女　性＞

7.8

5.9

13.4

6.7

10.5

7.1

6.0

23.2

13.7

13.4

29.6

26.3

32.1

19.6

27.1

45.5

35.3

41.5

27.4

28.1

22.3

19.6

3.8

7.8

1.2

5.9

2.6

4.5

2.7

0.9

2.6

1.8

0.5

27.0

45.5

37.3

30.5

29.6

28.9

23.2

20.7

10.2

9.1

0.7

0.9

8.9

31.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%
回答者数 =

男性計 525

10代 11

20代 35

30代 56

40代 88

50代 78

60代 115

70代以上 142

＜男　性＞

6.7

9.1

5.7

5.4

6.8

7.7

11.3

2.8

17.5

18.2

14.3

7.1

14.8

20.5

22.6

18.3

39.0

63.6

51.4

42.9

36.4

38.5

33.9

38.7

7.0

5.7

12.5

6.8

9.0

4.3

7.0

2.3

5.7

5.7

3.5

22.9

9.1

17.1

32.1

28.4

23.1

24.3

16.9

4.6

1.1

1.3

3.5

12.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

1,232 7.3 20.7 32.1 5.3
1.5

25.0 8.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性の方が優遇されている

どちらかといえば男性の方が優遇されている

平等

どちらかといえば女性の方が優遇されている

女性の方が優遇されている

わからない

無回答



 
9 

 

平成 25 年の一宮市調査と比較すると、『男性優遇』、『女性優遇』（「女性の方が優遇さ

れている」+「どちらかといえば女性の方が優遇されている」）と感じる人がともに減少し、

「平等」と感じる人の割合は増加しています。 

全国、愛知県調査と比較すると、「平等」と感じる人の割合は低くなっています。 

 

男女の平等感（地域活動の場） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

平成30年一宮市調査 1,232

平成25年一宮市調査 1,050

平成28年度全国調査 3,059

平成29年度愛知県調査 1,410

7.3

8.4

6.8

6.5

20.7

32.3

26.7

25.4

32.1

29.2

47.2

40.2

5.3

8.6

7.5

9.0

1.5

1.7

10.5

1.6

33.2

19.8

1.3

17.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性の方が優遇されている

どちらかといえば男性の方が優遇されている

平等

どちらかといえば女性の方が優遇されている

女性の方が優遇されている

わからない・無回答
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（５）社会通念・慣習・しきたりなど ● ● ● 

全体では、『男性優遇』（「男性の方が優遇されている」+「どちらかといえば男性の方が

優遇されている」）と感じる人が約 6割と多くなっています。 

 性・年代別では、20代から50代の女性で、同年代の男性よりも『男性優遇』と感じ

る人が多く、特に30代・40代で差が大きくなっています。対して、すべての年代の男

性で、女性よりも「平等」と感じる人が多くなっています。 

 

男女の平等感（社会通念・慣習・しきたりなど） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

女性計 689

10代 11

20代 51

30代 82

40代 135

50代 114

60代 112

70代以上 184

＜女　性＞

20.8

18.2

21.6

19.5

20.7

28.1

25.0

14.1

41.5

9.1

41.2

50.0

48.9

44.7

42.0

32.1

8.7

36.4

11.8

14.6

10.4

6.1

3.6

7.1

1.7

9.1

5.9

1.2

1.5

0.9

1.8

1.1

0.3

0.9

0.9

17.9

18.2

19.6

14.6

17.8

18.4

19.6

17.4

9.1

9.1

0.7

0.9

7.1

28.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%
回答者数 =

男性計 525

10代 11

20代 35

30代 56

40代 88

50代 78

60代 115

70代以上 142

＜男　性＞

12.8

9.1

11.4

3.6

15.9

16.7

19.1

7.7

42.1

36.4

45.7

48.2

37.5

42.3

49.6

35.9

21.3

54.5

28.6

19.6

20.5

20.5

14.8

23.9

2.5

2.9

5.4

4.5

3.8

0.9

0.7

1.5

2.9

3.6

2.3

1.3

1.4

15.0

8.6

19.6

18.2

14.1

12.2

16.9

4.8

1.1

1.3

3.5

13.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

1,232 17.2 41.6 14.0
2.1

0.8 16.6 7.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性の方が優遇されている

どちらかといえば男性の方が優遇されている

平等

どちらかといえば女性の方が優遇されている

女性の方が優遇されている

わからない

無回答



 
11 

 

平成25年の一宮市調査と比較すると、『男性優遇』と感じる人が減少しています。 

全国調査と比較すると、「平等」と感じる人の割合は低く、全国、愛知県調査と比較す

ると、『男性優遇』と感じる人の割合は低くなっています。 

 

 

男女の平等感（社会通念・慣習・しきたりなど） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

平成30年一宮市調査 1,232

平成25年一宮市調査 1,050

平成28年度全国調査 3,059

平成29年度愛知県調査 1,410

17.2

28.0

17.6

30.2

41.6

43.3

52.8

44.7

14.0

11.6

21.8

12.1

2.1

2.4

4.6

3.1

0.8

1.0

2.8

0.7

24.4

13.6

0.4

9.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性の方が優遇されている

どちらかといえば男性の方が優遇されている

平等

どちらかといえば女性の方が優遇されている

女性の方が優遇されている

わからない・無回答
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（６）社会全体 ● ● ● 

全体では、『男性優遇』（「男性の方が優遇されている」+「どちらかといえば男性の方が

優遇されている」）と感じる人が約 6割と多くなっています。 

 性・年代別では、20代から50代の女性で、同年代の男性よりも『男性優遇』と感じ

る人が多く、特に30代で約20ポイントの差がみられます。また、20代から40代の

男性で、同年代の女性より『女性優遇』（「女性の方が優遇されている」+「どちらかとい

えば女性の方が優遇されている」）と感じる人が多くなっています。 

男女の平等感（社会全体） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

回答者数 =

男性計 525

10代 11

20代 35

30代 56

40代 88

50代 78

60代 115

70代以上 142

＜男　性＞

12.0

11.4

8.9

15.9

16.7

13.9

7.7

42.9

36.4

45.7

46.4

40.9

42.3

48.7

38.0

21.7

54.5

20.0

17.9

18.2

24.4

16.5

26.1

5.0

5.7

8.9

9.1

1.3

4.3

3.5

2.7

8.6

3.6

3.4

3.8

0.9

1.4

12.0

9.1

8.6

14.3

11.4

10.3

11.3

14.1

3.8

1.1

1.3

4.3

9.2

0% 20% 40% 60% 80% 100% 回答者数 =

女性計 689

10代 11

20代 51

30代 82

40代 135

50代 114

60代 112

70代以上 184

＜女　性＞

17.4

18.2

15.7

18.3

20.0

24.6

19.6

9.8

46.7

9.1

51.0

57.3

53.3

50.9

46.4

35.9

10.0

45.5

13.7

12.2

8.1

8.8

4.5

11.4

2.2

5.9

2.4

1.5

2.6

3.6

0.5

0.4

0.9

1.1

14.9

18.2

13.7

9.8

16.3

11.4

16.1

17.9

8.3

9.1

0.7

0.9

9.8

23.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

1,232 15.1 44.7 14.9
3.3

1.5 13.6 6.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性の方が優遇されている

どちらかといえば男性の方が優遇されている

平等

どちらかといえば女性の方が優遇されている

女性の方が優遇されている

わからない

無回答
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平成25年の一宮市調査と比較すると、『男性優遇』と感じる人が減少しています。 

愛知県調査と比較すると、『男性優遇』と感じる人の割合は低くなっています。 

 

男女の平等感（社会全体） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ポイント  

 

 

  

回答者数 =

平成30年一宮市調査 1,232

平成25年一宮市調査 1,050

平成29年度愛知県調査 1,410

15.1

14.9

19.4

44.7

55.9

54.0

14.9

11.8

11.3

3.3

4.3

4.8

1.5

0.9

1.7

20.5

12.3

8.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性の方が優遇されている

どちらかといえば男性の方が優遇されている

平等

どちらかといえば女性の方が優遇されている

女性の方が優遇されている

わからない・無回答

○前回調査と比較すると、社会のさまざまな場面で男性優遇感は低くなってきていま

す。全国、県と比較しても、多くの場面で男性優遇感が低い傾向がみられ、男女共同

参画への取組みの一定の成果が見られます。一方、依然として社会通念・慣習・しき

たりなど、社会全体としてみた場合など多くの場面で、男女の不平等感が残っている

現状もうかがえます。男女共同参画社会を推進していくために、男女共同参画社会の

重要性を周知するとともに、なお一層、啓発活動を進めていく必要があります。 
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３ 固定的性別役割分担意識 

（１）「夫は外で働き、妻は家庭を守る」という考え方 ● ● ● 

全体では、『反対』（「反対」+「どちらかといえば反対」）が４割台半ばと、『賛成』（「賛

成」+「どちらかといえば賛成」）よりも多くなっています。 

 性・年代別では、20代から40代・70代以上の男性で、女性よりも『賛成』が多く、

特に70代以上の男性では『賛成』が約６割にのぼっています。一方、すべての年代の女

性で、男性より『反対』が多く、また、年代が下がるにつれ『反対』が多くなっています。 

 

「夫は外で働き、妻は家庭を守る」という考え方 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

女性計 689

10代 11

20代 51

30代 82

40代 135

50代 114

60代 112

70代以上 184

＜女　性＞

4.8

9.1

3.9

3.7

1.5

6.1

3.6

7.6

29.2

9.1

21.6

22.0

25.2

27.2

32.1

38.0

30.6

45.5

33.3

37.8

35.6

29.8

34.8

20.1

17.7

27.3

31.4

20.7

20.0

21.9

17.0

8.2

15.4

9.1

9.8

15.9

17.0

14.9

12.5

17.9

2.3

0.7

8.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%回答者数 =

男性計 525

10代 11

20代 35

30代 56

40代 88

50代 78

60代 115

70代以上 142

＜男　性＞

5.7

8.6

3.6

4.5

5.1

4.3

8.5

38.1

18.2

28.6

39.3

33.0

32.1

32.2

52.8

21.7

18.2

25.7

26.8

26.1

26.9

22.6

12.7

17.5

36.4

17.1

16.1

19.3

20.5

21.7

10.6

15.8

27.3

20.0

14.3

17.0

15.4

17.4

12.7

1.1

1.7

2.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

1,232 5.2 33.0 26.6 17.5 15.7 1.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

賛成 どちらかといえば賛成

どちらかといえば反対 反対

わからない 無回答
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平成25年の一宮市調査と比較すると、『賛成』の割合は低下し、『反対』の割合は増加

しています。 

全国、県の調査と比較すると、『賛成』の割合は全国調査より低く、愛知県調査より高

くなっています。一方で、『反対』の割合は全国調査、愛知県調査より低くなっています。 

 

「「夫は外で働き、妻は家庭を守る」という考え方 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

平成30年一宮市調査 1,232

平成25年一宮市調査 1,050

平成28年度全国調査 3,059

平成29年度愛知県調査 1,410

5.2

7.2

8.8

5.7

33.0

41.5

31.7

30.4

26.6

24.5

34.8

27.4

17.5

13.3

19.5

18.8

17.7

13.4

5.1

17.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

賛成 どちらかといえば賛成

どちらかといえば反対 反対

わからない・無回答
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（２）女性が職業を持つことについて ● ● ● 

全体では、「子どもができたら仕事をやめ、大きくなったら再び職業を持つほうがよい」

が最も多く、次いで「ずっと職業を持ち続けるほうがよい」が多く、ともに約４割となっ

ています。 

 性・年代別では、他に比べ、20代から40代の女性で「ずっと職業を持ち続けるほう

がよい」が、60代以上の女性で「子どもができたら仕事をやめ、大きくなったら再び職

業を持つほうがよい」が多く、それぞれ過半数となっています。 

 

女性が職業を持つことについて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

女性計 689

10代 11

20代 51

30代 82

40代 135

50代 114

60代 112

70代以上 184

＜女　性＞

40.1

18.2

51.0

61.0

51.1

41.2

36.6

22.3

2.0

18.2

2.0

1.2

0.7

2.6

0.9

2.7

4.2

2.0

6.1

2.2

4.4

5.4

4.9

44.3

63.6

39.2

28.0

33.3

43.0

52.7

55.4

1.0

0.7

0.9

2.7

6.5

5.9

3.7

10.4

6.1

3.6

7.6

1.9

1.5

1.8

0.9

4.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%
回答者数 =

男性計 525

10代 11

20代 35

30代 56

40代 88

50代 78

60代 115

70代以上 142

＜男　性＞

36.2

27.3

37.1

37.5

44.3

41.0

39.1

26.1

3.0

9.1

1.8

3.4

1.3

5.2

2.8

7.2

9.1

11.4

3.6

3.4

7.7

10.4

7.0

40.8

27.3

42.9

39.3

34.1

39.7

36.5

50.0

0.8

1.1

2.1

11.0

27.3

8.6

17.9

13.6

10.3

8.7

8.5

1.0

3.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ずっと職業を持ち続けるほうがよい

結婚するまでは、職業を持ち続けるほうがよい

子どもができるまでは 職業を持ち続けるほうがよい

子どもができたら仕事をやめ、大きくなったら再び職業を持つほうがよい

女性は職業を持たないほうがよい

わからない

無回答

回答者数 =

1,232 38.1 2.6 5.5 42.5 0.9 8.7 1.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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平成 25 年の一宮市調査と比較すると、「ずっと職業を持ち続けるほうがよい」が増加

し、「子どもができたら仕事をやめ、大きくなったら再び職業を持つほうがよい」が減少

しています。 

全国、県の調査と比較すると、「ずっと職業を持ち続けるほうがよい」が全国調査より

も低くなっています。一方で「子どもができたら仕事をやめ、大きくなったら再び職業を

持つほうがよい」は全国調査、愛知県調査よりも高くなっています。 

 

女性が職業を持つことについて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ポイント  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

平成30年一宮市調査 1,232

平成25年一宮市調査 1,050

平成28年度全国調査 3,059

平成29年度愛知県調査 1,410

38.1

35.9

54.2

38.4

2.6

2.9

4.7

3.8

5.5

5.4

8.4

5.5

42.5

45.3

26.3

37.6

10.3

9.1

3.1

14.1

0.9

1.3

3.3

0.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ずっと職業を持ち続けるほうがよい

結婚するまでは、職業を持ち続けるほうがよい

子どもができるまでは 職業を持ち続けるほうがよい

子どもができたら仕事をやめ、大きくなったら再び職業を持つほうがよい

女性は職業を持たないほうがよい

わからない・無回答

○「夫は外で働き、妻は家庭を守る」という考え方は前回調査に比べ改善されています。

しかし、全国と比較すると、「反対」の割合が低い状況となっています。今後も固定

的な性別役割分担意識は、一人ひとりの個性や能力に関係なく影響を与え、個人の職

業選択等の可能性を狭めてしまうものであるということを、より一層周知していく必

要があります。 

〇女性が職業を持つことについて、前回調査と比べて「ずっと職業を持ち続けるほうが

よい」が増加していますが、全国と比較すると割合が低く、「子どもができたら仕事

をやめ、大きくなったら再び職業を持つほうがよい」の割合が高くなっています。今

後も仕事の継続を望む女性が結婚、出産などにおいても働き続けられるための支援が

必要です。 
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４ 出産・育児による仕事への影響 

（１）出産・育児による退職 ● ● ● 

全体では、出産・育児により退職したことがある人は約４割となっています。 

 

出産・育児による退職の有無（配偶者の退職も含む） 

 

 

 

 

 

 

 

（２）退職後の子育て中における再就職 ● ●  

退職後、子育て中に希望する職場・職業に再就職（パート・アルバイト等を含む）した

人は、５割台半ばとなっています。 

 

 

退職後の子育て中における再就職の有無 

 

 

 

 

 

 

 

 

ポイント  

 

 

 

  

回答者数 =

525 56.6 40.8 2.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

1,232 42.6 49.8 7.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

再就職した 再就職していない 無回答

○出産・育児による退職が多いことから、企業とも連携しながら、仕事と子育て等が両

立できる環境づくりを進めていく必要があります。 
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５ ワーク・ライフ・バランスについて 

（１）生活の中での優先順位（希望） ● ● ● 

全体では、「『仕事』と『家庭生活』をともに優先したい」が最も多く、約３割となって

います。 

 性・年代別では、20代・30代の女性で、同年代の男性より「『家庭生活』を優先した

い」人が多く、３割台半ばとなっています。また、20代女性では、同年代の男性より「『仕

事』と『家庭生活』をともに優先したい」人が少なく、１割台半ばとなっています。 
 

生活の中での優先順位（希望） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

  

回答者数 =

男性計 525

10代 11

20代 35

30代 56

40代 88

50代 78

60代 115

70代以上 142

＜男　性＞

7.2

5.7

7.1

4.5

5.1

9.6

9.2

19.8

17.1

25.0

20.5

26.9

20.0

15.5

3.6

9.1

5.7

3.6

5.7

3.8

2.6

2.1

29.3

36.4

31.4

33.9

38.6

32.1

24.3

23.2

3.4

9.1

5.7

1.8

2.3

2.6

3.5

4.2

8.6

18.2

5.7

5.4

11.4

1.3

7.0

13.4

23.2

27.3

28.6

21.4

17.0

24.4

27.0

22.5

2.5

3.8

3.5

4.2

2.3

1.8

2.6

5.6

0% 20% 40% 60% 80% 100% 回答者数 =

女性計 689

10代 11

20代 51

30代 82

40代 135

50代 114

60代 112

70代以上 184

＜女　性＞

1.9

5.9

2.2

0.9

2.7

1.6

26.9

18.2

35.3

34.1

23.7

28.9

25.0

23.9

2.5

18.2

9.8

2.4

1.5

1.8

1.8

1.1

25.5

36.4

15.7

29.3

28.9

31.6

27.7

18.5

1.6

5.9

3.7

0.7

1.8

1.1

10.4

13.7

4.9

14.1

6.1

13.4

10.9

22.6

9.1

13.7

25.6

26.7

26.3

24.1

18.5

3.5

18.2

1.5

3.6

8.7

5.1

0.7

2.6

1.8

15.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

1,232 4.3 23.9 2.9 27.1 2.4 9.5 22.6 3.0 4.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

「仕事」を優先したい 「家庭生活」を優先したい

「地域・個人の生活」を優先したい 「仕事」と「家庭生活」をともに優先したい

「仕事」と「地域・個人の生活」をともに優先したい 「家庭生活」と「地域・個人の生活」をともに優先したい

「仕事」と「家庭生活」と「地域・個人の生活」の３つとも大切にしたい わからない

無回答
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全国、愛知県の調査と比較すると、「『仕事』と『家庭生活』と『地域・個人の生活』の

３つとも大切にしたい」が高く、「『地域・個人の生活』を優先したい」、「『家庭生活』を

優先したい」が低くなっています。 
 

生活の中での優先順位（希望） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※愛知県調査の「わからない・無回答」には「その他」を含む。 

 

 

 

 

  

回答者数 =

平成30年一宮市調査 1,232

平成28年度全国調査 3,059

平成29年度愛知県調査 1,410

4.3

8.9

5.0

23.9

25.5

24.2

2.9

3.8

4.7

27.1

30.5

32.3

2.4

4.7

4.0

9.5

9.7

9.1

22.6

15.4

15.5

7.3

1.4

5.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

「仕事」を優先したい

「家庭生活」を優先したい

「地域・個人の生活」を優先したい

「仕事」と「家庭生活」をともに優先したい

「仕事」と「地域・個人の生活」をともに優先したい

「家庭生活」と「地域・個人の生活」をともに優先したい

「仕事」と「家庭生活」と「地域・個人の生活」の３つとも大切にしたい

わからない・無回答
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（２）生活の中での優先順位（現実） ● ● ● 

全体では、「『仕事』を優先している」が最も多く、次いで「『家庭生活』を優先してい

る」が多く、ともに２割台半ばとなっています。 

 性・年代別では、20代以上の男性で、同年代の女性より「『仕事』を優先している」が

多く、一方、すべての年代の女性で、男性より「『家庭生活』を優先している」が多く、

性別で差がみられます。 

 

生活の中での優先順位（現実） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

女性計 689

10代 11

20代 51

30代 82

40代 135

50代 114

60代 112

70代以上 184

＜女　性＞

16.7

9.1

45.1

20.7

17.8

17.5

17.0

6.0

33.8

27.3

17.6

42.7

37.0

33.3

32.1

33.7

1.9

18.2

7.8

1.2

0.7

0.9

0.9

1.6

21.5

13.7

26.8

31.1

25.4

25.0

10.9

1.2

5.9

1.2

0.7

1.6

6.8

5.2

7.9

8.9

11.4

6.0

18.2

3.9

7.3

4.4

5.3

8.0

5.4

6.5

27.3

5.9

2.2

7.0

5.4

12.0

5.7

0.7

2.6

2.7

17.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%
回答者数 =

男性計 525

10代 11

20代 35

30代 56

40代 88

50代 78

60代 115

70代以上 142

＜男　性＞

38.9

9.1

51.4

57.1

56.8

48.7

33.0

19.0

13.3

9.1

8.6

7.1

6.8

7.7

19.1

19.7

4.2

36.4

2.9

3.6

1.1

3.8

3.5

4.9

21.0

9.1

22.9

23.2

21.6

24.4

20.9

18.3

2.7

9.1

2.9

2.3

3.8

4.3

1.4

5.0

9.1

5.7

3.6

1.1

2.6

3.5

9.9

6.9

9.1

5.7

3.6

4.5

5.1

7.0

10.6

5.0

9.1

5.7

3.8

6.1

7.0

3.2

1.8

2.6

9.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

1,232 26.2 25.0 2.8 21.3
1.8

5.9 6.3 5.8 5.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

「仕事」を優先したい 「家庭生活」を優先したい

「地域・個人の生活」を優先したい 「仕事」と「家庭生活」をともに優先したい

「仕事」と「地域・個人の生活」をともに優先したい 「家庭生活」と「地域・個人の生活」をともに優先したい

「仕事」と「家庭生活」と「地域・個人の生活」の３つとも大切にしたい わからない

無回答
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平成25年の一宮市調査と比較すると、「『仕事』を優先している」が増加し、「『家庭生

活』を優先している」、「『仕事』と『家庭生活』と『地域・個人の生活』の３つとも大切に

している」が減少しています。 

全国、愛知県調査と比較すると、「『仕事』を優先している」が愛知県調査よりも低くな

っています。 

 

 

生活の中での優先順位（現実） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ポイント  

 

 

 

  

○仕事・家庭・地域生活などにおいて、前回調査に比べ『仕事』を優先している人が増

加しています。希望では、「『仕事』と『家庭生活』をともに優先したい」が最も多く

全国、県と比較すると、「『仕事』と『家庭生活』と『地域・個人の生活』の３つとも

大切にしたい」が高くなっており、理想と現実の差が大きい状況です。 

理想と現実のギャップが小さくなるよう、ワーク・ライフ・バランスの意識の高揚を

図り、多様な生き方が選択・実現できる社会をつくることが必要です。 

回答者数 =

平成30年一宮市調査 1,232

平成25年一宮市調査 1,050

平成28年度全国調査 3,059

平成29年度愛知県調査 1,410

26.2

12.8

25.5

36.5

25.0

30.9

30.5

24.6

2.8

3.0

4.6

2.7

21.3

24.9

21.6

18.3

1.8

1.7

3.2

3.2

5.9

10.8

8.0

4.4

6.3

11.3

5.3

3.4

10.7

4.8

1.3

6.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

「仕事」を優先している

「家庭生活」を優先している

「地域・個人の生活」を優先している

「仕事」と「家庭生活」をともに優先している

「仕事」と「地域・個人の生活」をともに優先している

「家庭生活」と「地域・個人の生活」をともに優先している

「仕事」と「家庭生活」と「地域・個人の生活」の３つとも大切にしている

わからない・無回答
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６ 家庭内での役割分担 

（１）家庭内での役割分担 ● ● ● 

すべての項目で「妻」が最も多くなっており、特に食事のしたくでは８割台半ばとなっ

ています。また、他の項目に比べ、子育て（子どもの世話・教育）で「夫婦」が多くなっ

ています。 

 

 

家庭内での役割分担 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

食事のしたく 895

食事の後片付け、食器洗い 895

掃除 896

洗濯 893

買い物 892

家計の管理 891

子育て（子どもの世話・教育） 313

介護（介護が必要な親・病人
の介護など）

168

回答者数 = 

1.9

7.2

5.1

3.7

2.7

13.1

6.5

84.8

68.8

63.8

78.4

57.8

67.3

47.0

40.5

10.1

17.2

24.8

14.8

34.3

16.6

46.3

19.6

2.8

6.6

5.8

2.8

4.9

1.7

5.8

14.3

0.3

0.1

0.2

0.2

0.1

4.8

0.1

0.1

0.2

0.1

0.1

1.2

1.0

14.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

夫 妻 夫婦

家族全員 家族以外の人 わからない
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（２）食事のしたく ● ● ● 

全体では、「妻」が最も多く、８割台半ばとなっています。 

 性・年代別では、男女ともすべての年代で「妻」が最も多くなっており、特に 40代女

性で9割となっています。 

 

 

家庭内での役割分担（食事の支度） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

男性計 389

10代 2

20代 8

30代 40

40代 64

50代 64

60代 96

70代以上 115

＜男　性＞

2.3

12.5

5.0

1.6

5.2

83.3

100.0

75.0

75.0

76.6

81.3

86.5

88.7

11.1

12.5

15.0

21.9

9.4

5.2

9.6

2.8

2.5

9.4

3.1

0.9

0.5

2.5

0.9

0% 20% 40% 60% 80% 100% 回答者数 =

女性計 497

10代 2

20代 19

30代 68

40代 112

50代 95

60代 93

70代以上 108

＜女　性＞

1.4

1.5

1.1

2.2

2.8

86.3

100.0

84.2

82.4

90.2

85.3

86.0

86.1

9.1

15.8

13.2

7.1

11.6

9.7

4.6

2.8

1.5

2.7

2.1

2.2

6.5

0.2

1.5

0.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

夫 妻 夫婦

家族全員 家族以外の人 わからない

回答者数 =

895 1.9 84.8 10.1
2.8

0.3
0.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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（３）食事の後片付け、食器洗い ● ● ● 

全体では、「妻」が最も多く、７割となっています。 

 性・年代別では、40 代・50 代の女性で「妻」が多く、特に 40 代の女性では、同年

代の男性より約41ポイント多くなっています。また、30代・40代の男性、30代の女

性で「夫婦」が多くなっています。 

 

家庭内での役割分担（食事の後片付け、食器洗い） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

女性計 496

10代 2

20代 19

30代 68

40代 112

50代 95

60代 93

70代以上 107

＜女　性＞

5.6

26.3

2.9

0.9

6.3

7.5

6.5

74.2

100.0

36.8

58.8

82.1

77.9

80.6

72.9

14.1

31.6

32.4

10.7

9.5

9.7

11.2

5.6

5.3

2.9

6.3

6.3

2.2

9.3

0.2

1.5

0.2

1.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%
回答者数 =

男性計 390

10代 2

20代 8

30代 40

40代 65

50代 64

60代 96

70代以上 115

＜男　性＞

8.5

12.5

15.0

12.3

6.3

9.4

4.3

62.3

50.0

75.0

42.5

41.5

56.3

72.9

74.8

21.3

12.5

37.5

38.5

21.9

6.3

19.1

7.9

50.0

5.0

7.7

15.6

11.5

1.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

夫 妻 夫婦

家族全員 家族以外の人 わからない

回答者数 =

895 7.2 68.8 17.2
6.6

0.1
0.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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（４）掃除 ● ● ● 

全体では、「妻」が最も多く、6割台半ばとなっています。 

 性・年代別では、他に比べ、40 代・50 代の女性で「妻」が多く、特に 40 代女性で

は、同年代の男性よりも約 24ポイント多くなっています。また、70代以上の男性で「夫

婦」が多くなっています。 

 

 

 

家庭内での役割分担（掃除） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

男性計 390

10代 2

20代 8

30代 40

40代 65

50代 64

60代 96

70代以上 115

＜男　性＞

6.2

50.0

12.5

7.5

9.2

1.6

7.3

4.3

58.2

50.0

50.0

57.5

53.8

64.1

56.3

60.0

29.0

12.5

27.5

30.8

18.8

30.2

34.8

6.7

25.0

7.5

6.2

15.6

6.3

0.9

0% 20% 40% 60% 80% 100% 回答者数 =

女性計 496

10代 2

20代 19

30代 68

40代 112

50代 95

60代 93

70代以上 107

＜女　性＞

3.8

5.3

2.9

3.2

10.8

2.8

69.0

100.0

42.1

63.2

77.7

74.7

64.5

66.4

21.2

52.6

30.9

12.5

18.9

19.4

22.4

5.2

9.8

2.1

5.4

7.5

0.4

1.5

0.9

0.4

1.5

1.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

夫 妻 夫婦

家族全員 家族以外の人 わからない

回答者数 =

896 5.1 63.8 24.8
5.8

0.2
0.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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（５）洗濯 ● ● ● 

全体では、「妻」が最も多く、8割となっています。 

 性・年代別では、他に比べ、40 代の女性で「妻」が多く、9 割となっており、また、

同年代の男性より約30ポイント多くなっています。また、40代の男性で「夫婦」が多

くなっています。 

 

 

家庭内での役割分担（洗濯） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

女性計 493

10代 2

20代 19

30代 68

40代 112

50代 95

60代 93

70代以上 104

＜女　性＞

3.4

4.4

0.9

3.2

2.2

7.7

79.3

100.0

57.9

67.6

89.3

83.2

82.8

73.1

14.0

42.1

23.5

8.0

11.6

10.8

14.4

2.6

1.8

2.1

4.3

4.8

0.4

2.9

0.2

1.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%
回答者数 =

男性計 390

10代 2

20代 8

30代 40

40代 65

50代 64

60代 96

70代以上 115

＜男　性＞

3.6

12.5

6.2

3.1

4.2

2.6

77.9

50.0

62.5

72.5

60.0

79.7

83.3

86.1

15.4

25.0

25.0

30.8

10.9

11.5

8.7

3.1

50.0

2.5

3.1

6.3

1.0

2.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

夫 妻 夫婦

家族全員 家族以外の人 わからない

回答者数 =

893 3.7 78.4 14.8
2.8

0.2
0.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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（６）買い物 ● ● ● 

全体では、「妻」が最も多く、５割台半ばとなっています。 

 性・年代別では、他に比べ、30代から50代で「妻」が多く、特に40代で７割台半

ばとなっており、また同年代の男性よりも約 27 ポイント多くなっています。また、40

代以上の男性で「夫婦」が多くなっています。 

 

 

家庭内での役割分担（買い物） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

女性計 494

10代 2

20代 19

30代 68

40代 112

50代 95

60代 93

70代以上 105

＜女　性＞

2.2

2.9

1.1

3.2

4.8

63.6

100.0

42.1

67.6

77.7

70.5

54.8

50.5

30.2

47.4

27.9

19.6

24.2

39.8

37.1

3.8

10.5

2.7

4.2

2.2

7.6

0.2

1.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%回答者数 =

男性計 389

10代 2

20代 8

30代 40

40代 65

50代 64

60代 96

70代以上 114

＜男　性＞

2.8

12.5

2.5

3.1

4.2

2.6

50.9

100.0

25.0

55.0

50.8

54.7

51.0

48.2

39.6

37.5

35.0

41.5

34.4

38.5

44.7

6.4

25.0

5.0

4.6

10.9

6.3

4.4

0.3

2.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

892 2.7 57.8 34.3
4.9

0.1
0.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

夫 妻 夫婦

家族全員 家族以外の人 わからない
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（７）家計の管理 ● ● ● 

全体では、「妻」が最も多く、６割台半ばとなっています。 

 性・年代別では、他に比べ、30 代の男性、50 代の女性で「妻」が多く、７割となっ

ています。また、40代・50代の女性で、同年代の男性に比べ、「妻」が 10ポイント以

上多くなっています。 

 

 

家庭内での役割分担（家計の管理） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

女性計 492

10代 2

20代 19

30代 68

40代 112

50代 95

60代 92

70代以上 104

＜女　性＞

12.6

21.1

11.8

14.3

9.5

14.1

11.5

68.9

100.0

57.9

64.7

68.8

74.7

68.5

68.3

16.3

15.8

20.6

16.1

14.7

16.3

15.4

1.0

0.9

1.1

2.9

1.2

5.3

2.9

1.1

1.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%回答者数 =

男性計 389

10代 2

20代 8

30代 40

40代 66

50代 64

60代 96

70代以上 113

＜男　性＞

13.6

25.0

5.0

21.2

12.5

13.5

12.4

65.3

50.0

25.0

72.5

57.6

62.5

67.7

69.9

17.2

25.0

17.5

18.2

18.8

14.6

17.7

2.6

50.0

12.5

2.5

1.5

6.3

2.1

1.3

12.5

2.5

1.5

2.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

891 13.1 67.3 16.6
1.2

1.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

夫 妻 夫婦

家族全員 家族以外の人 わからない
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（８）子どもの世話・教育 ● ● ● 

全体では、「妻」と「夫婦」が同程度となっています。 

 性・年代別では、40代以上の女性で「妻」が多く、特に 40代の女性で、同年代の男

性より約 18 ポイント多くなっています。また、一方、30 代・40 代の男性で「夫婦」

が多くなっています。 

 

 

家庭内での役割分担（子どもの世話・教育） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

女性計 184

10代 1

20代 11

30代 58

40代 84

50代 17

60代 5

70代以上 8

＜女　性＞

53.3

100.0

72.7

43.1

53.6

64.7

60.0

62.5

42.4

27.3

55.2

42.9

29.4

20.0

12.5

3.8

1.7

3.6

5.9

20.0

12.5

0.5

12.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%
回答者数 =

男性計 127

10代 0

20代 4

30代 30

40代 51

50代 29

60代 4

70代以上 9

＜男　性＞

37.0

50.0

23.3

35.3

44.8

75.0

44.4

52.8

25.0

60.0

60.8

44.8

25.0

33.3

8.7

25.0

16.7

3.9

6.9

11.1

1.6

3.4

11.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

夫 妻 夫婦

家族全員 家族以外の人 わからない

回答者数 =

313 47.0 46.3 5.8

1.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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（９）介護が必要な親・病人の介護など ● ● ● 

全体では、「妻」が最も多く、約４割となっています。 

 性・年代別では、他に比べ、50代の男性で「妻」が多くなっています。 

 

 

家庭内での役割分担（介護が必要な親・病人の介護など） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

女性計 91

10代 1

20代 2

30代 12

40代 25

50代 16

60代 16

70代以上 19

＜女　性＞

5.5

4.0

21.1

46.2

100.0

100.0

16.7

44.0

68.8

50.0

36.8

17.6

16.7

24.0

6.3

25.0

15.8

16.5

33.3

16.0

12.5

12.5

15.8

4.4

4.0

6.3

6.3

5.3

9.9

33.3

8.0

6.3

6.3

5.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%回答者数 =

男性計 73

10代 0

20代 0

30代 7

40代 16

50代 20

60代 14

70代以上 16

＜男　性＞

6.8

14.3

12.5

10.0

32.9

12.5

45.0

42.9

43.8

21.9

25.0

25.0

35.7

12.5

12.3

14.3

6.3

20.0

18.8

5.5

14.3

6.3

7.1

6.3

20.5

57.1

37.5

14.3

18.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

168 6.5 40.5 19.6 14.3 4.8 14.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

夫 妻 夫婦

家族全員 家族以外の人 わからない
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（10）家庭内における仕事と子育ての両立について ● ● ● 

家庭内において仕事と子育ての両立ができていると思うかについて、「はい」の割合が

最も多く、約６割となっています。 

性・年代別では、他に比べ、30代の女性で「いいえ」が多く、２割半ばとなっており、

また、同年代の男性より約 14ポイント多くなっています。 

 

家庭内において仕事と子育ての両立ができていると思うか 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ポイント  

  

回答者数 =

女性計 172

10代 0

20代 11

30代 61

40代 70

50代 8

60代 6

70代以上 16

＜女　性＞

58.7

18.2

60.7

70.0

37.5

66.7

37.5

21.5

45.5

24.6

17.1

12.5

16.7

18.8

19.8

36.4

14.8

12.9

50.0

16.7

43.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%回答者数 =

男性計 114

10代 2

20代 3

30代 28

40代 48

50代 15

60代 8

70代以上 10

＜男　性＞

68.4

100.0

66.7

71.4

72.9

66.7

37.5

60.0

17.5

10.7

18.8

20.0

37.5

20.0

14.0

33.3

17.9

8.3

13.3

25.0

20.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

はい いいえ その他

回答者数 =

287 62.7 19.9 17.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

○家庭内での役割分担は、妻が担っている場合が多くなっています。家庭内で男女がと

もに協力しながら家事や育児を分担することができるよう、男女の意識の向上と男性

が意欲的に家事・育児・介護に参加するための取組みが必要です。 
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７ 地域活動 

（１）地域活動への参加状況 ● ● ● 

全体では、「参加したことがある」、「参加したことはない」がどちらも約 4割となって

います。 

 性・年代別では、40代以下の女性で、同年代の男性より「参加したことがある」が多

く、特に 30 代の女性で男性より約 18 ポイント多くなっています。また、50 代・70

代以上の男性で、同年代の女性より「参加したことがある」が多くなっています。 

 

 

地域活動への参加状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

女性計 689

10代 11

20代 51

30代 82

40代 135

50代 114

60代 112

70代以上 184

＜女　性＞

39.9

18.2

15.7

45.1

57.0

31.6

39.3

38.6

38.3

81.8

66.7

47.6

32.6

39.5

32.1

31.0

21.8

17.6

7.3

10.4

28.9

28.6

30.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%
回答者数 =

男性計 525

10代 11

20代 35

30代 56

40代 88

50代 78

60代 115

70代以上 142

＜男　性＞

38.1

9.1

8.6

26.8

47.7

38.5

40.9

43.7

41.1

72.7

82.9

60.7

40.9

43.6

32.2

26.8

20.8

18.2

8.6

12.5

11.4

17.9

27.0

29.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

参加したことがある 参加したことはない 無回答

回答者数 =

1,232 38.8 39.2 22.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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（２）性別・立場に関係ない自由な意見交換 ● ● ● 

全体では、「できている」が約 3 割であるのに対し、「できていない」が 4 割台半ばと

多くなっています。 

 性・年代別では、10 代・50 代を除くすべての年代の男性で、同年代の女性より「で

きている」が多くなっています。 

 

 

性別・立場に関係なく家庭・地域で自由に意見交換ができているか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

女性計 689

10代 11

20代 51

30代 82

40代 135

50代 114

60代 112

70代以上 184

＜女　性＞

27.4

54.5

35.3

40.2

30.4

24.6

21.4

21.2

48.8

45.5

45.1

52.4

58.5

45.6

46.4

44.6

23.8

19.6

7.3

11.1

29.8

32.1

34.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%回答者数 =

男性計 525

10代 11

20代 35

30代 56

40代 88

50代 78

60代 115

70代以上 142

＜男　性＞

38.7

54.5

45.7

51.8

36.4

29.5

32.2

42.3

39.0

27.3

45.7

35.7

50.0

51.3

38.3

26.8

22.3

18.2

8.6

12.5

13.6

19.2

29.6

31.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

できている できていない 無回答

回答者数 =

1,232 31.9 44.3 23.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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（３）社会での活躍の場 ● ● ● 

全体では、「持っている」が３割台半ばであるのに対し、「持っていない」が約６割と多

くなっています。 

 性・年代別では、60 代・70 代以上ともに、女性より男性で「持っている」が多く、

特に60代で約14ポイントの差がみられます。 

 

 

社会での活躍の場の有無 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※性別・年代別グラフは、60歳以上の人に限定して集計しています。 

 

ポイント  

 

 

 

 

  

回答者数 =

男性計 257

60代 115

70代以上 142

＜男　性＞

42.8

51.3

35.9

52.9

45.2

59.2

4.3

3.5

4.9

0% 20% 40% 60% 80% 100% 回答者数 =

女性計 296

60代 112

70代以上 184

＜女　性＞

30.4

37.5

26.1

63.2

58.0

66.3

6.4

4.5

7.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

542 38.0 62.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

持っている 持っていない 無回答

持っている 持っていない

○町内会や女性の会、子ども会、老人会、ボランティア、サークル等の地域活動に、男

女ともに参加し、自由に意見交換ができるように男女共同参画を進めることが必要で

す。 
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８ 福祉サービスの利用 

（１）障害福祉サービス（介護サービスを含む）を受けているか ● ● ● 

全体では、障害福祉サービス（介護サービスを含む）を「受けている」人が１割台半ば

となっています。 

 性・年代別では、男女ともに 60代以上で「受けている」が多くなっていますが、男女

間で大きな差はみられません。 

 

 

障害福祉サービス（介護サービスを含む）を受けているか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

女性計 689

10代 11

20代 51

30代 82

40代 135

50代 114

60代 112

70代以上 184

＜女　性＞

15.2

18.2

13.7

9.8

8.1

12.3

23.2

20.1

56.5

63.6

51.0

43.9

42.2

43.0

70.5

73.4

28.3

18.2

35.3

46.3

49.6

44.7

6.3

6.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%回答者数 =

男性計 525

10代 11

20代 35

30代 56

40代 88

50代 78

60代 115

70代以上 142

＜男　性＞

17.0

9.1

14.3

12.5

10.2

14.1

24.3

19.7

61.9

63.6

60.0

53.6

42.0

48.7

74.8

74.6

21.1

27.3

25.7

33.9

47.7

37.2

0.9

5.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

受けている 受けていない 無回答

回答者数 =

1,232 15.9 58.3 25.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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（２）障害福祉サービス（介護サービスを含む）に対する満足度 ● ● ● 

障害福祉サービス（介護サービスを含む）を受けている人の中で『満足』（「満足」+「ど

ちらかといえば満足」）の割合は約７割となっています。 

性別では、女性に比べ男性で『不満』（「どちらかといえば不満」+「不満」）が多く約８

ポイントの差がみられます。 

 

 

障害福祉サービス（介護サービスを含む）に対する満足度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ポイント  

 

 

 

 

  

回答者数 =

196 25.5 43.9 18.4 6.6 2.6 3.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

満足 どちらかといえば満足 どちらともいえない

どちらかといえば不満 不満 無回答

○男女ともに60代以上で福祉サービスを受けている人が多く、また、男性に比べ女性

で『満足』（「満足」+「どちらかといえば満足」）している人の割合が高くなっていま

す。高齢化の進展に伴い介護を要する熟年者も増えていくため、より一層の支援の充

実が必要です。 

回答者数 =

男性 89

女性 105

29.2

21.9

38.2

49.5

16.9

19.0

10.1

3.8

3.4

1.9

2.2

3.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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９ 性的少数者 

（１）ＬＧＢＴの認知度 ● ● ● 

全体では、「知っている」が約 5割、「知らない」が約4割と、「知っている」人が多く

なっています。 

 性・年代別では、10代の男性、20代・30代の女性で「知っている」人が多く、約 7

割となっています。また、20代から40代の男性で、同年代の女性より「知らない」人

が多くなっています。 

 

ＬＧＢＴの認知度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ポイント  

  

回答者数 =

女性計 689

10代 11

20代 51

30代 82

40代 135

50代 114

60代 112

70代以上 184

＜女　性＞

53.0

36.4

70.6

67.1

62.2

55.3

52.7

34.8

41.5

63.6

21.6

30.5

34.8

37.7

46.4

54.9

5.5

7.8

2.4

3.0

7.0

0.9

10.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%
回答者数 =

男性計 525

10代 11

20代 35

30代 56

40代 88

50代 78

60代 115

70代以上 142

＜男　性＞

51.4

72.7

62.9

53.6

55.7

59.0

57.4

34.5

45.1

27.3

37.1

39.3

40.9

37.2

41.7

60.6

3.4

7.1

3.4

3.8

0.9

4.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

知っている 知らない 無回答

回答者数 =

1,232 51.6 42.9 5.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

○ＬＧＢＴについては、「知っている」と「知らない」がほぼ二分されており、周知が

必要となっています。 
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10 ＤＶ（ドメスティック・バイオレンス） 

（１）暴力の概念について ● ● ● 

全体では、「知っている」人が約8割と、「知らない」人に比べ、多くなっています。 

 性・年代別では、10代から50代の男性で、同年代の女性に比べ、「知らない」人が多

くなっています。 

 

 

ＤＶには精神的・性的暴力も含まれることの認知度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

女性計 689

10代 11

20代 51

30代 82

40代 135

50代 114

60代 112

70代以上 184

＜女　性＞

84.6

90.9

90.2

95.1

93.3

89.5

86.6

67.4

12.2

9.1

2.0

3.7

3.7

6.1

12.5

28.8

3.2

7.8

1.2

3.0

4.4

0.9

3.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%
回答者数 =

男性計 525

10代 11

20代 35

30代 56

40代 88

50代 78

60代 115

70代以上 142

＜男　性＞

82.9

81.8

85.7

83.9

87.5

84.6

93.0

69.7

14.5

18.2

14.3

8.9

10.2

11.5

6.1

27.5

2.7

7.1

2.3

3.8

0.9

2.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

知っている 知らない 無回答

回答者数 =

1,232 82.9 13.2 3.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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（２）ＤＶ相談窓口の認知度 ● ● ● 

全体では、「知っている」人が約 5割、「知らない」人が約 4割となっています。 

 性・年代別では、他に比べ、40代の女性で「知っている」人が多く、7割台半ばとな

っており、また同年代の男性より約 17ポイント多くなっています。 

 

 

ＤＶ相談窓口の認知度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

女性計 689

10代 11

20代 51

30代 82

40代 135

50代 114

60代 112

70代以上 184

＜女　性＞

53.8

36.4

45.1

61.0

74.8

57.0

58.0

34.2

42.8

63.6

47.1

37.8

22.2

38.6

41.1

61.4

3.3

7.8

1.2

3.0

4.4

0.9

4.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%回答者数 =

男性計 525

10代 11

20代 35

30代 56

40代 88

50代 78

60代 115

70代以上 142

＜男　性＞

53.7

27.3

62.9

48.2

58.0

59.0

67.0

39.4

43.6

72.7

37.1

44.6

39.8

37.2

32.2

57.7

2.7

7.1

2.3

3.8

0.9

2.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

知っている 知らない 無回答

回答者数 =

1,232 53.1 42.9 4.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%



 
41 

 

平成25年の一宮市調査と比較すると、いずれの項目も大きな差異は見られません。 

性別で平成25年の一宮市調査と比較すると、いずれの項目も大きな差異は見られませ

ん。 

 

ＤＶ相談窓口の認知度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ポイント  

 

 

 

 

回答者数 =

平成30年
一宮市調査

689

平成25年
一宮市調査

614

＜女　性＞

53.8

54.2

42.8

42.8

3.3

2.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

平成30年一宮市調査 1,232

平成25年一宮市調査 1,050

53.1

53.0

42.9

43.7

4.0

3.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

知っている 知らない 無回答

○ＤＶに関する基礎的な知識は、市民に浸透しています。  

○ＤＶに関する相談窓口については、女性の若年層の認知度が他の年代に比べて低くな

っており、より一層周知が必要となっています。 

回答者数 =

平成30年
一宮市調査

525

平成25年
一宮市調査

413

＜男　性＞

53.7

51.6

43.6

45.5

2.7

2.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%


